
１ マーケティング 

～顧客の志向を知るためのマーケティング事業 

(1)目的

○県域での自発的マーケティングの仕組みづくり

カスタマーのニーズに基づいて，データによる効果検証を行いながら観光施
策を実施するため，県域のマーケティングの仕組みを構築するとともに，その
戦略的活用を促進する。 
 市町等パートナーのデータ活用やマーケティングに基づく施策実施を支援
することで，県域における観光振興施策の効果を高める。 

(2)主な実施内容

①DMPによるデータの収集・可視化・共有・活用
観光の基礎データの収集や HP「Dive! Hiroshima」での可視化・共有を行

う。また、市町パートナーとのマーケティング勉強会等を通じて，マーケティ
ングに基づく施策の浸透に向けた取組を継続する。
②観光大使の更なる拡大と活躍の機会の創出
観光大使の更なる拡大に向けた取組実施とエンゲージメント向上に向けた

大使の活躍や交流の場を創出する。 
③県域の CRMプラットフォームの運用と追加機能開発
民間事業者を含むパートナーが活用可能な県域の CRM プラットフォーム

（KINSAI）の構築に向け、次の開発及びサービスを運用する。 
ア：Ｒ５年３月 ユーザー側サービスの開始
イ：Ｒ５年５月 多言語対応等の構築追加
ウ：Ｒ５年末 パートナー側の機能を追加

④デジタルマーケティングによるデータ収集とナレッジ化
KINSAI を活用したプロモーションなど，HIT 内外の各取組と連動したデジ

タルマーケティングを実施する。また、関西空港や福岡空港，現地アンテナシ
ョップ等と連携したインバウンド向け CRM（リピート化やダイレクトプロモ
ーション）の取組に着手する。
⑤県域のDXの推進

GPS データを活用した観光客数把握や Google ビジネスプロフィールのデ
ータを活用した受入環境整備を行う。 

（当初 240,103千円） 
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２ ブランド価値の向上に繋がる魅力づくり 

～自発的なプロダクト開発に向けた仕組みづくり 

(1)目的

広島でしか体験できない多様な価値の提供によるリピータブルな観光地
の実現に向けて、カスタマーの意見を反映させる仕組みを構築し、顧客志向
のプロダクトを数多く開発するとともに、アドバイザーの支援等により、販
売チャネルの整理や流通まで見据えた自走化する仕組みを構築する。

(2)主な実施内容

①観光プロダクト開発プラットフォーム形成事業
○ R３年度に構築したプロダクト開発に向けたプラットフォーム
(HYPP）の機能強化や参加事業者の充実を図り、事業者間連携等による新
たなプロダクト開発を促進する。
○ 既存プロダクトの再編集を当事業のアドバイザーの助言を得ながら実
施する。
〇 観光プロダクトの開発，プロダクトの提供に必要な受入観光の整備，
流通販売を一気通貫に支援する。

②観光プロダクト開発促進補助金
○ ①で創出されたアイデア等の具現化のため、事業者等にプロダクト開
発に要する補助金を交付する。 
○ また、アドバイザーによる事前相談を設定し、マーケットインの発想
に基づきカスタマー（観光大使等）の意見、評価を開発に反映させること
で、マーケティングの視点を組み込んだ魅力あるプロダクト開発に繋げて
いく。 
③高付加価値プロダクト早期創出事業
○ 宿泊客増加に向けた夜間の観光プロダクトの充実強化、富裕層をター
ゲットとした高品質のプロダクト開発、広島ならではの自然・平和・伝統
文化・食等の資源への新たな視点注入による質の高い観光プロダクトを開
発する
〇 インバウンドの回復を見据え, 外国人観光客の関心が高いテーマの
（例：アドベンチャーツーリズム，ゼロカーボンツーリズム）観光プロダ
クトの開発を促進する。

（当初 295,410千円） 
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３ 誰もが快適かつ安心して楽しめる受入環境整備          

 ～当たり前品質確保に向けた仕組みづくり 

(1)目的

○ マーケティングデータに基づいた、受入環境の「当たり前品質」の向上を
図る。

○ 観光客に「心地よさ」を提供する受入環境整備に向けたパートナーの自主
的な取り組みにつながる仕組みを構築する。

○ 観光大使を対象とした受入機運の醸成に向けた行動変容への取組を実施
する。

(2)主な実施内容

①心地よい受入環境の整備
カスタマーが求める受入環境の基礎となる「当たり前品質」の確保に向け、
観光客のニーズが高い次の内容を実施
・ストレスフリーな受入環境整備のため，リーディングケースとして宮島口
周辺の駐車場までの所要時間の最短化を目指し，駐車場の円滑な誘導策検討
に向けた実証実験の実施
・外国人観光客のニーズに基づき開発されたプロダクトをガイドする通訳
案内士の情報をデータベース化し，一元管理できる体制を構築

②受入環境の質の向上に向けた取組
観光事業者等の自発的な取組の仕組み化に向けて次の内容を実施
・ Google ビジネスプロフィールなどの口コミ分析の活用支援（「マーケテ
ィング」の取組と連携）や連携の場（同じ課題を持つパートナーの課題共有
のためのワークショップの開催等）を創出し、改善意欲のある観光事業者に
よる自主的な取組を支援する。
・外国人観光客のニーズに基づきガイドができる通訳案内士の育成研修や
フォローアップ研修，観光関連事業者とのマッチング機会の創出に向け通
訳案内士の活躍情報の集約や通訳案内士同士の連携を強化。
・県民などが観光の当事者意識を持ってもらうために，観光関連事業者と連
携した HIT ひろしま観光大使向け企画を実施（「広島ファンの増加」の取組
と連携）

③広島サミットに向けた受入環境整備の取組
広島サミット及び広島サミット後のインバウンド需要の回復を見据え、観

光関連施設のデジタル化対策、省エネ化対策などの受入環境整備を支援

（当初 31,180千円 
繰越 550,000 千円） 
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４ 広島ファンの増加 

～リピーター獲得のためのエンゲージメント向上 

(1)目的

プロダクト情報や安全・安心情報といった広島の観光情報を，マーケティ
ングデータの活用により的確にターゲットに届けることで早期の観光客数
回復を図るとともに，ファンやパートナーによる自主的な情報発信の強化に
より，カスタマーのエンゲージメントを高め，国内外からのリピーターを獲
得する。

(2)主な実施内容

①ファン・仲間を増やす（共感）
○ カスタマーの共感を得るコミュニケーションを実施し、大使やパート
ナーのエンゲージメントを高めたり、自主的な情報発信を促す。
○ 各施策や市町との共同事業において、大使と連動した新規プロジェク
ト（受入機運醸成、プロダクト開発、情報発信、市町共同事業等）を実施
する。
○ HIT の取組への理解醸成と賛同者を増やすための取組（観光アシスタン
トの活用）等実施する。

②プロモーション（情報発信・直接誘客）
○ 広島の魅力的なプロダクトを、マーケティングデータを活用すること
によりターゲットに応じた効果的な媒体（Web、SNS、動画、専門雑誌
等）で情報発信できるよう、市町やパートナーと連携をしながら取組みを
進めていく。

○ 観光大使への登録（CRM アプリ登録）を促進するための情報発信を実
施するとともに、観光大使との連携を密にし、自発的な情報発信を促す。

③インバウンド
○ 関西国際空港等他団体とのパートナーシップの構築に取り組むととも
に，令和４年度に締結した京都市 DMO との連携協定に基づく取組を加速
させる。

○ 在広外国人（特に留学生）の観光大使への登録を促進し，彼らの母国に
向けた情報発信などを促進するとともに，コロナ禍で関係性が希薄化した
海外旅行社との関係性を再構築するため，オンラインでの商談会等を実施
し，プロモーションや販売流通を図る。

（当初 428,803千円） 
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５ 観光誘客促進  

～広島ファン増加のための広島県観光誘客促進事業 

(1)目的 

新型コロナウィルス感染症の感染拡大により、厳しい経営環境にある宿泊
事業者や旅行業者等への支援や落ち込んだ観光需要の早期回復のため、観光
に対する「安全・安心」を確保しつつ、広島県内への誘客を促進する。

(2)主な実施内容 

「やっぱ広島じゃ割（全国旅行支援割）」の実施 
【誘客対象】全国  
【宿泊・旅行割引限度額】 割引前の価格の 20％ 

交通付旅行商品 上限 5 千円/人泊 
上記以外 上限 3 千円/人泊 

【地域クーポン発行額】  平日：２千円/人，休日：１千円/人 

（繰越 3,700,683千円） 

５ 観光誘客促進

～広島ファン増加のための広島県観光誘客促進事業 

(1)目的

新型コロナウィルス感染症の感染拡大により、厳しい経営環境にある宿泊
事業者や旅行業者等への支援や落ち込んだ観光需要の早期回復のため、観光
に対する「安全・安心」を確保しつつ、広島県内への誘客を促進する。

(2)主な実施内容

「やっぱ広島じゃ割（全国旅行支援割）」の実施
【誘客対象】全国
【宿泊・旅行割引限度額】 割引前の価格の 20％

交通付旅行商品 上限 5 千円/人泊
上記以外 上限 3 千円/人泊

【地域クーポン発行額】 平日：２千円/人，休日：１千円/人

（繰越 3,700,683千円） 
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６ 会員サービス          

(1)目的

会員へ必要な観光関連情報を収集、共有する。

(2)実施内容

① 会員等とのオンラインミーティングの実施
連盟の方針や取組み状況等について、広く会員等へ周知、意見交換等を行
う。 

② 会員情報提供等事業
国・県等からの観光関連情報や、会員が情報発信を希望する情報等につい

て、会員に情報提供する。 
➂ 観光関連団体等会議出席

市町及び観光関係団体が行う会議等に参加し、意見交換や情報交換を行い、 
観光振興事業について支援する。 

④ 観光事業等の後援・協賛
後援・協賛を通じて、観光関係団体が行う観光振興事業について支援する。 

（当初 5,998 千円） 
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７ 管理費 

～組織力の強化            

(1)目的

運営経費等の他、人材育成や評価制度や働き方改革等を推進し、組織目標達
成に向けた環境整備等を行う。 

(2)実施内容

【能力開発】 
・目標申告、評価制度の運用、改善
・人材育成研修
・表彰制度の創設（モチベーション向上） 等

【組織力の安定的向上】 
・専門人材の確保
・事業パートナーとの関係構築

（当初 138,199千円） 
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